
  

 
コロナ禍の約３年間は、本来あるべき、子供たち同士の対話的な学習や、体験的な活動、各学校

間や地域の方との交流活動が行えず、様々な制約の中で学習を進めてきました。 

今年度は、新型コロナウイルスへの対応が大きく変わる節目となり、子供たちの学習に、体験的

な活動や交流活動が戻ってきました。子供たちは、目を輝かせて活動しています。今後も、様々な

経験や体験が学びにつながるよう努めていきたいと思います。 

夢劇場 

５月１０日（水）に清水小学校にて、５、６年生を対象にした

夢劇場『雨降り小僧』観劇会が実施されました。この「夢劇場」

は、子どもたちの健全な成長を願う夢劇場実行委員会様（地元企

業等有志様）のご厚意により実施されたものです。日頃、ＴＶや

動画等で様々な情報を目にしている子供たちですが、生で観る

役者さんの迫力や演技の熱量に、とても感動していました。 

【感想】 

 

 

 

 

 

 

いきいき体験学習 

５月１２日（金）に２年生が、学校の花壇にさつまいもの苗を植

えました。農家を営んでいる保護者の方にご協力をいただき、苗の

植え方や、水のやり方などを教えていただきました。実際に自分の

手で土を触り、専門の方からお話を聴くことで、子供たちは様々な

ことを学び、生き生きと活動することができました。保護者のみな

さんや地域の方々との交流をとおした学びの素晴らしさを、改めて

実感しています。 

第１回廃品回収 

 ５月１４日（日）に今年度第１回の廃品回収が行われました。

本校では、親師会の総務役員さんを中心に廃品回収を行っていま

す（２ヶ月に１回）。回収している資源は、新聞紙やダンボール、

本、アルミ缶、スチール缶（鉄）、ペットボトルなどです。地域の

方からもご協力をいただき、たくさんの資源を回収することがで

きました。収益は、毎年交歓会等の教育活動や学習環境の整備に

使わせていただいています。ご協力ありがとうございました。 

 また、Ｃ棟中庭の排水溝も溜まっていた土砂を除去して、流れが良くなるように整備していただ

きました。 

銚子市立明神小学校学校便り
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令和５年度 学校教育目標 「心豊かに自律できる子どもの育成」 ～かしこく やさしく たくましい 明神っ子～ 

『学校は子どもにとってワクワク・ドキドキできる場所』 

＜５年児童＞ 
自分にとって初めての観劇でした。テレビよ

り迫力があって、すごくおもしろかったです。 
雨降り小僧が主人公を信じて橋の下で待っ

ているところにすごく感動しました。最高の劇
をありがとうございました。 

 

＜６年児童＞ 
私は、雨降り小僧の劇を観て、とても驚きまし

た。圧倒的な演技力や小道具などを初めて見て、
こんなにすごいんだなって実感しました。また、
セリフを覚えたり、遠くのお客さんまで声を届け
たりできるのもすごいなと感じました。 

 


